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これまでの光ネットワーク（以下、
NW）は、専用のデバイスやソフト
ウェアによる垂直統合型の NWシ
ステムとすることで、急速に高まる
高速化・広帯域化のニーズに対応し
てきた。垂直統合型のシステムには
信頼性や保守性を高めやすいという
メリットもある。
一方で、用途ごとに提供・運用さ

れるクローズドなシステムであるが
故のデメリットもあった。たとえば
エンドツーエンドの新たなサービス
を提供しようとすると、関係するク
ローズドな NW全てに対してそれ
ぞれ変更が必要になり、サービス開
通に時間がかかる、維持運用コスト
が膨大になる、といった問題を挙げ
ることができる。
また、光 NWは主にコア NWに

適用されている。これまではコア
NWのトラフィック量や必要とされ
る帯域は予測しやすく、計画的に構
築されるのが普通であり、柔軟な変
更の必要性は高くなかった。
しかし近年普及しているクラウド
サービスはトラフィック量が多いこ

とに加え、データセンター間
の通信に必要な帯域がダイ
ナミックに変動するものが
少なくない。そのため光 NW

を柔軟に変更することへの
ニーズが高まっている。

垂直統合型の光 NWが柔
軟な変更を苦手とするのに
対し、コンピューティングの世界で
は必要なときに必要なだけのコン
ピューティングリソースを利用でき
るサービスが、すでに当たり前のも
のとなっている。これを可能にした
要素の 1つは、機能を抽象化して

柔軟に利用するための仮想化技術の
普及だ。そしてもう 1つ重要な要
素が、機能の分離と仕様・インター
フェイスのオープン化だ。
これによりマルチベンダーによる
開発競争が進み、各機能を担うデバ

NEC は 2022 年 9 月、NTT が提唱する IOWN（Innovative Optical and Wireless Network）構想の APN（All-Photonics 
Network）実現に向け、光ネットワーク機器“ SpectralWave WX シリーズ”を、日本を含むグローバルに発表した。本
稿ではその背景や新製品の概要、想定されるユースケ－スなどについて紹介する。

1 Open APN (All-Photonics Network)が実現する世界

IOWN Global ForumによるOpen APN
アーキテクチャーに準拠した製品を提供開始
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垂直統合型の光ネットワーク
システムが抱える課題
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マルチベンダー化による
ベンダーロックインからの解放

オペレータ要件に応じた
ネットワーク設計の最適化

最新技術・機能のタイムリーな製品導入

異ベンダーで構成されたNW全体を
共通のコントローラで統合監視・制御

オープン化によるメリット

オープン化機器による実証検証を重ね、オープン光NWの導入促進。
NECは大規模キャリアNWで培った実績を活かし、

各コンポーネントを組み合わせて最適なシステムインテグレーションを目指す。

オープン化機器による実証検証を重ね、オープン光NWの導入促進。
NECは大規模キャリアNWで培った実績を活かし、

各コンポーネントを組み合わせて最適なシステムインテグレーションを目指す。
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図 1　オープン光ネットワーク実用化の推進

オープン化により
光 NW の柔軟な変更・
運用を可能に
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イスの高度化や低価格化が進んだと
言える。また製品の選択肢も幅広い。
そのため予算に応じ、要件に合う機
能の実現に必要な製品を組み合わせ
やすい。一般的なパソコンやサー
バーで使用される CPUやメモリー
を大量に組み合わせたスーパーコン
ピューターも存在する。
近年、NWの世界でも機能を分離、
すなわちディスアグリゲーション
（disaggregation）化し、それらを利
用するための仕様やインターフェイ
スをオープン化する取り組みが進め
られている。

光 NWのオープン化が進むこと
によるメリットとして、さまざまな
ことが期待されている。
「光 NWオープン化の特に重要な
メリットを 3つ挙げることができます。
まずマルチベンダー化が進むことに
よりベンダーロックインから解放され
NW 機器を自由に組み合わせられる
ため、お客様の要件に合う最適な
NWを最適なコストで実現しやすくな
ります。また機器調達先を多様化で
き、サプライチェーンリスク軽減など
お客様のレジリエンスを高めることが
できます。そして、さまざまな企業
が自社の強みを発揮できる領域に参
入することによりイノベーションの加
速が期待されます。」（大島氏）
このほかにも、NW全体に変更を
加えることなく部分的に NWを更新
できるため、最新の技術や機能をタ
イムリーに導入しやすい。マルチベ
ンダー化が進めば故障時に代わりの
NW機器の調達自体もしやすくなる。
またオープンな仕様に準拠すること

光パスの中継機能部であり、波長
クロスコネクト、インターフェイス
間のアダプテーションの各機能を有
する。

NEC は Open APN アーキテク
チャーに準拠した NW機器を開発
し、2022年 10月に複数の機器の
商用提供を開始すると発表した。今
回発表された“SpectralWave WXシ
リーズ ”製品群（図 2）で、全機
能ブロックをカバーしている。
「他社製の NW 機器の中にも

Open APNアーキテクチャーに準拠
したものはあります。ですが Open 

APNアーキテクチャー固有の機能
に対応した製品は、 SpectralWave 

WXシリーズ が初めてです。固有
の機能の例としては、光パスの『折
り返し』を挙げることができます。
従来の光 NWではルーターなどで
一旦電気信号に変換が必要でした
が、単独の装置で光のままで処理す
ることができます。」（大島氏）
以下、各製品について簡単に紹介
する。
WX-Dシリーズ

（ 多 方 路・ 可 変 利 得 ア ン プ 搭 載
BOX）

 APN-Iに相当する。中継伝送路
に接続し、伝送距離に応じた増幅を
行う装置であり、複数の装置を組み
合わせることで多方路への切り替え
ができ、メッシュ、リング、リニア
などの様々なトポロジに対応可能。
WX-Sシリーズ

（合分波・Add/Drop搭載BOX）
APN-Gに相当する。任意の波長
の光を制約なく任意の方向の信号伝

により、異なるベンダーのNW機器
を組み合わせて構築したNWを、共
通のコントローラーで統合監視・制
御することが可能になる。といった
メリットもあると考えられる。

IOWNの実現に取り組む企業が多
数参加する IOWN GFでは、複数の
技術分野に関するタスクフォースが活
動している。そのうちOpen　APN　
Architectureタスクフォースにおいて、
全ての処理を光信号のまま行うAPN

のアーキテクチャーが検討されてい
る。このアーキテクチャーは “Open 

All-Photonics Network Functional 

Architecture”（以下、Open APNアー
キテクチャー）という名前から明らか
なように、オープン化を前提としたも
のだ。NECも IOWN GFに参画して
おり、Open APNアーキテクチャーの
策定にも関わっている。
2022年 1月にはこの取り組みの

初となる成果“Open APNアーキテ
クチャー（Rel.1）”が発表された。
このなかで定義されている 3つの機
能ブロックを以下に簡単に紹介する。
APN-T

（オープンAPNトランシーバー）
光パスの端点であり、光信号の送
受信機能を有する。
APN-G

（オープンAPNゲートウェイ）
光パスのゲートウェイであり、光
パスの多重化、光を電気信号に変換
することなく光パスの折り返し接続
を行う機能、光パスの合分波等の機
能を有する。
APN-I

（オープンAPNインターチェンジ）

光 NW オープン化の
さまざまなメリット

IOWN Global Forum( 以下、
IOWN GF) における取り組み

Open APN アーキテクチャーに
準拠した NW 機器群を提供開始
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送に使えるようにすることで柔軟な
ネットワーク設計を可能にする、
CDC（Colorless、Directionless、
Contentionless）機能に対応した
Add/Drop機能（波長を加えたり取
り出す機能）を搭載する。
WX-Aシリーズ

（遠隔制御・光スイッチ搭載BOX）
APN-Tに相当する。トランスポ
ンダーと同様に電気信号と光信号の
送受信変換や光スイッチを行う。ま
たセンターサイトからリモートサイ
トへ、遠隔操作により光信号の波長
を変換する事が可能。
WX-Tシリーズ

（White-BOX Transponder/Packet 
Switch Transponder BOX）

APN-Tに相当する。外部接続装
置から受信した電気信号を光信号に
波長多重するため、適正な信号
フォーマット、信号レベル、信号光
波長に変換し、外部接続装置へ送信
する場合は光信号を電気信号へ変換
する装置。
「 SpectralWave WXシリーズ製品
群 の現在のラインナップは、

TPND-BOXを除き全て自社開発の
ハードウェアです。TPND-BOXの
み、他社製のWhite-BOXに自社開
発の NOS（Network OS）を搭載し
ています。光トランシーバーも自社
開発製品を組み合わせて提供しま
す。この NOSはマルチベンダーに
対応しているため、光トランシー
バーを他社製品に差し替えて動作さ
せることも可能です。」（水野氏）

 Open APN アーキテクチャー    

は発表済みの Rel.1に続き、2024
年末までに Rel.2の発表が予定され
ている。NECは引き続き IOWN GF

での仕様策定に貢献し続けるほか、
Rel.2の発表に合わせ、順次対応製
品を開発していく予定だ。
「たとえば IOWN GFで現在検討が
進んでいるトピックとして、複数の
波長帯域を活用して収容できる波長
数を増やす、マルチバンド対応を挙
げることができます。そのため次の 

SpectralWave WXシリーズ 製品の主

なトピックも、C+Lバンドへの対応
になると考えています。」（水野氏）

高速／大容量通信に対するニーズ
に応えるため、現在は光 NWの
400Gbps対応が進んでいる。さら
に IOWN構想で目指す世界が実現
す る 段 階 で は、 よ り 高 速 な
800Gbpsへの対応が進んでいるも
のと予想される。Open APNアーキ
テクチャーの Rel.2に準拠するNEC

の NW機器も、800Gbpsに対応す
ることが想定されている。

NECが考える IOWN APNのユー
スケースの一例を図 3に示す。光
閉域網を使い場所やアクセス回線に
依存しないマルチアクセスな通信を
実現することで、回線ではなくユー
ザーに紐付くサービスを提供するた
めのプラットフォームを提供する、
というものだ。

IOWN Global Forum Open APNアーキテクチャ（Rel.1）に準拠
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図 2　Open APN アーキテクチャーに準拠した SpectralWave WX シリーズ

Open APN アーキテクチャーの
進展に合わせ、順次製品を開発

800Gbps への対応を視野に

IOWN APN のユースケース例：
マルチアクセスエッジの活用
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「複数回線を集約した光伝送や、
遠隔制御や光パスの折り返しといっ
た、APNの特長が活きるユースケー
スと考えています。サービスを提供
する事業者向けのプラットフォーム
として、さまざまなアクセス回線で
APNに接続される多種多様なエッ
ジ端末との通信を統一的に制御・管
理する、仮想的なクラウドプラット
フォームを用意するという想定で
す。図中の『フォトニッククラウド』
がそのプラットフォームを示してい
ます。NECは固定回線／モバイル
回線のコア NWを手がけています。
多種多様なエッジノードに対し共通
的に NW機能を提供するために、
そのノウハウも役立つと考えていま
す。」（大島氏）

SpectralWave WXシリーズ製品群
の商用提供開始により、Open APN

アーキテクチャーに対応する NW

に先駆けて開発し、提供を開始した。
しかしそのモチベーションは、実は
先行者利益を得ることではないとい
う。長期的には光 NWのオープン
化による業界の発展が、自社の利益
につながるとして、大島氏は次のよ
うに述べている。
「自らのビジネスのためにも、光

NWのオープン化に貢献し、日本を
含むグローバルの業界の発展につな
げたいと考えています。今回 Open 

APNに準拠した製品群をいち早く
提供開始するのも、なるべく早く対
応製品を揃えることで、Open APN

の価値観、マルチベンダー化という
オープン化の重要な価値を、お客様
に具体的に感じていただきたいとい
う思いが強くありました。光 NW

のオープン化は NECだけで取り組
むものではありません。国内外のお
客様やメーカ各社との共創を通し
て、今後も業界の発展につながるこ
とを意識しながら取り組んでいく考
えです。」

機器が揃うことになる。
NECはこれらの製品により構築さ
れたNWを体験・実証できるテスト
ベッドを、NEC我孫子事業場に準備
している。2022年度下期内にはパー
トナー企業やお客様に利用してもら
えるようにする予定だ。この体験・
実証の場は、“NEC CONNECT”と
いう共創のコンセプトに沿ったもの
であり、その詳細を本特集の“2 “NEC 

CONNECT”による IOWN社会実装
に向けた取り組み”で紹介する。
「APNを構成する NW機器が揃
い、IOWN APNが社会実装のフェー
ズに入ったと言って良いと思いま
す。早期の社会実装実現に向け、多
くのお客様に IOWN APNを体験し
ていただきたいと考えています。」
（水野氏）

NECは Open APNのアーキテク
チャーと機能に準拠した製品を他社

光でサービスをつなぐIOWN APN×クラウド環境により、① MFHシェアリング、② 地域に閉じた
サービス展開、③ 広域での臨場感あふれるサービス体験を実現し、④ NWコントローラで統合的に管理
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図 3　IOWN APN導入によるサービス変化

IOWN APN の社会実装に
向けた体験・実証の場を提供 光 NW オープン化による

業界の発展が自らの利益に


